
ごとに

10～25

※6m以下

作
　
図

検
　
図

図番

５
 建
具
改
修
工
事

１改修工法

・鋼製建具

・ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具(・かぶせ工法　・撤去工法) (5.1.3)

・外部(・かぶせ工法　・撤去工法(・引き抜き工法　・ハツリ工法))

・内部(・かぶせ工法　・撤去工法(・引き抜き工法　・ハツリ工法))

・鋼製軽量建具(・かぶせ工法　・撤去工法(・引き抜き工法　・ハツリ工法))

建具見本の製作　・行う(建具符号：　　　　　　　　　　　　　　　　)

建具見本の程度　・工事に使用するものとして、あらかじめ製作する

・納まり等が分かる程度のもの

特殊な建具の仮組　・行う(建具符号：　　　　　　　　　　　　　　　)

２見本の製作等 (5.1.5)

(5.1.7)３防犯建物部品

４アルミニウム

製建具

・適用する(※建具表による　・　　　　　　　　　　　　　)

外部に面する建具

種別 耐風圧性 気密性 水密性 枠見込み 施工箇所

・A種 S-4 A-3 W-4 70mm

※B種 S-5

・C種 S-6 A-4 W-5 100mm

表面処理 

外部に面する建具　・B-1種　・B-2種  ・ 　

皮膜等の種類(※改修標準仕様書表5.2.2による　・　　　　　)

着色(・ｱﾝﾊﾞｰ ・ﾌﾞﾛﾝｽﾞ ・ﾌﾞﾗｯｸ系 ・ｽﾃﾝｶﾗｰ) 

屋内の建具　　　　・C-1種　・C-2種　・ 

皮膜等の種類(※改修標準仕様書表5.2.2による　・　　　　　)

着色(・ｱﾝﾊﾞｰ ・ﾌﾞﾛﾝｽﾞ ・ﾌﾞﾗｯｸ系 ・ｽﾃﾝｶﾗｰ) 

結露水の処理方法　・図示　・ 

水切り板、ぜん板　・図示　・ 

５網戸等 (5.2.3)

・防虫網

・防鳥網

種類

・ｶﾞﾗｽ繊維入り合成樹脂製

・ｽﾃﾝﾚｽ（SUS316）製

ｽﾃﾝﾚｽ（SUS304）線材

材種 線径

1.5mm

網目

網目寸法　15mm

・16ﾒｯｼｭ

・18ﾒｯｼｭ

６樹脂製建具

７鋼製建具

８鋼製軽量建具

召合せ、縦小口包み板等の材質

簡易気密ﾄﾞｱｾｯﾄ　・適用する(適用箇所※図示)

防音ﾄﾞｱｾｯﾄ、防音ｻｯｼ　・適用する　遮音性の等級(　　)

断熱ﾄﾞｱｾｯﾄ、断熱ｻｯｼＧ　・適用する　断熱性の等級(　　)

耐震ﾄﾞｱｾｯﾄ　・適用する　面内変形追随性の等級(　　)

９ステンレス製

建具

外部に面する鋼製建具の耐風圧性　※S-4　・S-5　・S-6　・　

ｽﾃﾝﾚｽ鋼板の曲げ加工　※普通曲げ　・角出し曲げ

(5.6.3)

10建具用金物 金物の種類・見え掛り部の材質等　※改修標準仕様書5.7.1による

樹脂製建具に使用する丁番　※改修標準仕様書表5.7.3による

握り玉、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ、押板類、ｸﾚｾﾝﾄの取付位置　建具表による

・錠前類【ｼﾘﾝﾀﾞ箱錠及びｼﾘﾝﾀﾞ本締り錠】

・屋内用防火ｼｬｯﾀｰ

・屋内用防煙ｼｬｯﾀｰ

ｽﾗｯﾄ及びｼｬｯﾀｰｹｰｽ用鋼板

鋼板の種類　・JIS G 3302(溶融亜鉛めっき鋼板)

・JIS G 3312(塗装溶融亜鉛めっき鋼板)

めっきの付着量　※Z12またはF12

・ｱﾙﾐﾆｳﾑﾀｲﾌﾟ

・ﾌｧｲﾊﾞｰｸﾞﾗｽﾀｲﾌﾟ

ｾｸｼｮﾝ材料による区分

・電動式

・ﾁｪｰﾝ式

収納形式による区分

・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ形

・ﾛｰﾍｯﾄﾞ形

・ﾊｲﾘﾌﾄ形

・ﾊﾞｰﾁｶﾙ形

ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙの材質

・ｽﾃﾝﾚｽ鋼板

耐風圧区分　(・125　・100　・75　・50)Pa　

ｽﾗｯﾄの材質　・JIS G 3312(塗装溶融亜鉛めっき鋼板)

めっき付着量(※AZ90　・　　　　　　　　)

・JIS G 3322(塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ－亜鉛合金めっき鋼板)

めっき付着量(※Z06またはF06　・　　　　　　　　)

ドア

14重量シャッター

15軽量シャッター

16オーバーヘッド

(5.10.2)

ｶﾞﾗｽの留め材及び溝の大きさ

建具の種類

ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

鋼製及び鋼製軽量

ｽﾃﾝﾚｽ製

ｶﾞﾗｽ留め材

※ｼｰﾘﾝｸﾞ材

・ｶﾞｽｹｯﾄ

※ｼｰﾘﾝｸﾞ材

※ｼｰﾘﾝｸﾞ材

ｶﾞﾗｽ溝の大きさ(㎜)

表面

形状

長方形

正方形・125×125

・160×160

・200×200

・320×320

・250×125

・320×160

呼び寸法

・95　・125

80

・95　・125

95

80

95

厚さ
乳白

色調

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

平積み

外側

・

内側

・

曲面積み

目地幅(mm)

・

・図示

・有り

防火性能
伸縮調整

目地(mm)ｸﾘｱ

積み

17ガラス

18ガラスブロック

種類･性能等　※建具表による

曲面積みの曲率半径は、ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸの幅寸法の10倍以上とする。

壁用金属枠及び補強材　・設ける　(形状　※図示　・　　　　　　　　　　　)

化粧目地ﾓﾙﾀﾙの色　(　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

形状　※図示　・　

寸法　※図示　・　

金属製化粧ｶﾊﾞｰ　材質　・ｽﾃﾝﾚｽ製　・ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

※適用する(建築基準法に基づき定まる風圧力の(・1　・1.15　・1.3)倍の

工法

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法 

風圧力に対応した工法) 

・適用しない 　※ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ製造所の仕様による　・　

18ガラス用フィルム
種類

・日射調整

ﾌｨﾙﾑ(SC)

・ｶﾞﾗｽ飛散防止

ﾌｨﾙﾑ(GS)

・ｶﾞﾗｽ貫通防止

ﾌｨﾙﾑ(SF)

各性能による区分

(JIS A 5759)

・A　・B

・A　・B

・A　・B　・C

張り面

※内張り

・外張り

・有

・無

防火

認定
備考

製造所等

JIS A 5759によるもの

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量

※規制対象外

・第三種

６
 内
装
改
修
工
事

並びに下地補修

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ等の除去 (6.2.2)

並びに下地補修

合成樹脂塗床の除去　・機械的除去工法　・目荒し工法

改修後の床の清掃　※行う(※改修端部より1m程度　・図示)　・行わない

間仕切り壁撤去に伴う他の構造体の補修

浮き、欠損部などによる下地ﾓﾙﾀﾙの撤去　※行う　・行わない

・ﾓﾙﾀﾙ塗り(塗り厚25mmを越える場合の補強　・行う)　・図示

(4.4.9)(6.3.2)

(6.5.1)(表6.5.1)

表面仕上げの種別

 ・A種

 ※B種

 ・C種

・適用樹種（・杉　・桧　）

・県内産木材の適用がない場合でも可能な範囲で県内産木材の使用に勤めること

・報告：静岡県産材証明制度の「県産材販売管理票」により報告すること

(6.5.2)(表6.5.2)※県内産木材　・製材の日本農林規格　・市販品

※県内産木材の適用がある場合は、代用樹種の使用はできない

※合法的に生産された木材を使用すること。

・報告：木材・木製品の合法性、持続可能性の証明のためのｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ

(平成18年2月15日林野庁作成)に準拠した証明書により報告すること

現場搬入時の木材の含水率　※A種　・B種

保存処理木材　・使用する(使用箇所　　　　　　　　　　　　　　　　)

間伐材等　・使用する(使用箇所　　　　　　　　　　　　　　　)

適用箇所

 ・D種

２既存床の撤去

３既存壁の撤去

４木下地

１改修範囲 既存間仕切壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁及び床の改修範囲

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井の改修範囲

天井の撤去に伴う取合部の壁面の改修

(6.1.3)

※ 壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　・ 図示

※ 壁面より両側 600mm 程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　・ 図示

※ 既存のまま　・ 図示

・｢製材の日本農林規格｣による下地用針葉樹製材 (6.5.2)

施工箇所 樹種
 寸法

(mm)
等級 形状 含水率

※A種 ・B種

※A種 ・B種

※A種 ・B種

・

・

・

の適用

間伐材等

※2級

※2級

※2級

・｢製材の日本農林規格｣による造作用針葉樹製材

施工箇所 樹種
 寸法

(mm)
等級 形状 含水率

※A種 ・B種 ・

の適用

間伐材等

・｢製材の日本農林規格｣による広葉樹製材

施工箇所 樹種
 寸法

(mm)
等級 形状 含水率

※A種 ・B種

※A種 ・B種

※A種 ・B種

・

・

・

の適用

間伐材等

※1等

※1等

※1等

・｢製材の日本農林規格｣以外の製材

施工箇所 樹種
(mm)

寸法 材面

の品質

(　　　　) 

造作材の場合

(※A種 ・B種)

・

の適用

間伐材等
防虫処理 難燃処理 含水率

・適用

する

・適用

しない

・適用

する

・適用

しない

※A種

・B種

・代用樹種を使用できない箇所（　　　　　　　　　　　　）

・｢集成材の日本農林規格｣以外の造作用集成材

間伐材等

・

・

の適用

・

含水率見付け材面の品質施工箇所 樹種
(mm)

寸法

※A種 ・B種

※A種 ・B種

※A種 ・B種

・｢集成材の日本農林規格｣以外の化粧ばり造作用集成材

間伐材等

の適用
含水率

※A種 ・B種 ・

化粧薄

板の厚

（mm)

見付け

材面の

品質

寸法

(mm)

芯材

の

樹種

施工

箇所

化粧薄

板の

樹種

間伐材等

の適用
含水率

※A種 ・B種 ・

化粧薄

板の厚

（mm)

見付け

材面の

品質

寸法

(mm)

芯材

の

樹種

施工

箇所

化粧薄

板の

樹種

・｢集成材の日本農林規格｣以外の化粧ばり構造用集成柱

(加工・天然木加工・塗装加工)

｢単板積層材の日本農林規格｣以外の造作用単板積層材

施工箇所
厚さ

(mm)

間伐材等

の適用
含水率

・適用する

・適用しない

※14%以下

防虫処理表面の化粧加工

・有り

・塗装加工)

(加工・天然木加工

・無し(　　 　　)

・　　　

(6.5.3)(6.8.2)(6.9.3)(6.11.4,5)

接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散量　※ 規制対象外  ・    

・防腐、防蟻処理が不要な樹種による製材及び集成材 　　

適用部位：(　　　　　　　　　　　　　　　　　)

・薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

(6.5.5)

適用部位 保存処理性能区分

・K2　・K3　・K4

・K2　・K3　・K4

・K2　・K3　・K4

・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

※改修標準仕様書6.5.5(a)(ⅲ)②ｱ～ｴによる　

※改修標準仕様書6.5.5(a)(ⅲ)②ｱ～ｴによる　

※改修標準仕様書6.5.5(a)(ⅲ)②ｱ～ｴによる　

処理の方法     適用部位

適用部位(　　　　　　　　　　　　　　)

・ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞＧ

施工箇所
厚さ

(mm)

表裏面の状態

による区分

難燃性

による区分

接着剤

による区分

曲げ強さ

による区分

※15

・

※13タイプ ※P又はM

・ ・

・構造用パネル

施工箇所 厚さ(mm) 等級

・1級　・2級　・3級　・4級

・1級　・2級　・3級　・4級

・ﾎﾞｰﾄﾞ原料接着材への薬剤混入による防腐、防蟻処理 　　

ビニル床タイル

の特殊機能

帯電防止機能

帯電防止性能評価値（JIS A 1455) 1.2以上～3.2未満、

耐動荷重

JIS A 1454による、へこみ試験、残留へこみ試験、滑り性試験、摩擦性試験、

層間はく離強度試験（発泡層のあるビニル床シートのみ）及びキャスター性試

験等の試験後、異常がないこと

又は体積電気抵抗値（JIS A 1454）1x10＾7～1x10＾10Ω程度

(6.8.2)

Ｇ

再生ﾋﾞﾆﾙ樹脂系材料の合計重量が製品の総重量比で15％以上使用されていること

(PFの場合を除く)

工法　※熱溶接工法　・突付け(施工箇所：　　　　　　　　　)

張りＧ

・　　　

厚さ(mm)特殊機能

・帯電防止・300×300

・450×450

寸法（mm）

・柄物

色柄

・帯電防止・300×300

・450×450・　　

・　　　

・帯電防止

・　　

※2.0

・　　　

種類の記号 施工箇所

(6.8.2)

再生ﾋﾞﾆﾙ樹脂系材料の合計重量が製品の総重量比で15％以上使用されていること

(6.8.2)

※7.0　・　　

※30　・　

厚さ(㎜)

※300×300　・　　　　

※300×300　・　　　　

※300×300　・　　　　

・300×300　・　　　　

・300×300　・　　　　

・塩化ﾋﾞﾆﾙ製

・磁器又はせっ器質ﾀｲﾙ

・ﾚｼﾞﾝｺﾝｸﾘｰﾄ製

・磁器又はせっ器質ﾀｲﾙ

・ﾚｼﾞﾝｺﾝｸﾘｰﾄ製

種類 寸法(㎜)施工箇所

屋内

屋外

ﾌﾞﾛｯｸﾊﾟﾀｰﾝはJIS T 9251による

 
床タイル

・FT

・KT

・FOA

(6.6.2～4)野縁等の種類

屋外(※25形　・19形)　屋内(※19形　・25形)

・屋外の軒天井、ピロティ天井等

工法　建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法 

※適用する(建築基準法に基づき定まる風圧力の(・1　・1.15　・1.3)倍

の風圧力及び積雪荷重に対応した工法)

・適用しない 

あと施工ｱﾝｶｰの引抜き試験　・行う(屋外の場合の方法：　　　　　　　　)

野縁受、吊りﾎﾞﾙﾄ及びｲﾝｻｰﾄの間隔　・図示　・　

周辺部の端からの間隔　・図示　・　

野縁の間隔　・図示　・  

既存の埋込みｲﾝｻｰﾄ　・使用する　・使用しない

・行わない 

・吊りﾎﾞﾙﾄの間隔が900mmを超える場合の補強方法　※図示　・　

・天井のふところが1.5m以上3.0m以下の場合の場合の補強方法 

※改修標準仕様書6.6.4(h)(1)(2)による　・　

・天井のふところが3.0mを超える場合の補強方法　※図示

・天井下地材における耐震性を考慮した補強　補強箇所　※図示　・ 

補強方法　※図示　・ 

ｽﾀｯﾄﾞ、ﾗﾝﾅｰの種類　 (6.7.3)(表6.7.1)

※改修標準仕様書6.7.3によるｽﾀｯﾄﾞの高さによる区分に応じた種類

ｽﾀｯﾄﾞの高さが5mを超える場合　※図示　・ 

・　

天井下地

特定天井　・適用する　・適用しない

(5.3.2)(表5.3.1)(表5.3.2)(表5.3.3)外部に面する建具

種別

S-4

S-5

S-6・C種

・A種

・B種

耐風圧性 気密性

A-4

水密性 枠見込み

建具表

による

W-4

W-5

施工箇所

断熱ﾄﾞｱｾｯﾄ・断熱ｻｯｼＧ

・適用する(適用建具　※図示)　遮音性の等級(・T-1　・T-2)

防音ﾄﾞｱｾｯﾄ・防音ｻｯｼ

・適用する(適用建具　※図示)　断熱性の等級(・H-4　・H-5)

ｶﾞﾗｽ　※複層ｶﾞﾗｽ　・　

表面色　※標準色　・特注色

水切り板、ぜん板　※図示　・　

外部に面する鋼製建具の耐風圧性　・S-4　・S-5　・S-6　・　

簡易気密型ﾄﾞｱｾｯﾄ　・適用する(適用箇所　※図示)

鋼板
材料 めっき付着量

・JIS G 3302(溶融亜鉛めっき鋼板)※Z12又はF12　・　 標準仕様書表16.4.2
・JIS G 3317(溶融亜鉛-5%ｱﾙﾐﾆ ※Y08　・　 ・　

ｳﾑ合金めっきめっき鋼板)

厚さ

(5.2.2)(表5.2.1)(表5.2.2)

(5.4.2)(表5.2.1)

(5.5.3)

(5.6.2)

(5.6.4)

(5.6.5)

(5.6.3)

(5.10.2)(表5.10.1)

(5.10.2)

(5.12.2～3)

(5.11.2)(表5.11.1)

(5.11.2)

(5.13.2～3)

(5.13.5)

工事名

日
付

・錠前類【ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ】

・ｸﾛｰｻﾞ類

11鍵

その他の鍵　※3本1組　・　

ﾏｽﾀｰｷｰ　・製作する　・既存のﾏｽﾀｰｷｰに合わせる

鍵箱　・有　・無

12自動ドア開閉

装置 自動ﾄﾞｱ開閉装置の性能

・DSLD-1

・DSLD-2

・SSLD-1

・SSLD-2

・SWD-1

・SWD-2

・図示

・適用する

防錆

・ﾏｯﾄｽｲｯﾁ

・光線(反射)ｽｲｯﾁ

・熱線ｽｲｯﾁ

・音波ｽｲｯﾁ

・光電ｽｲｯﾁ

・電波ｽｲｯﾁ

・ﾀｯﾁｽｲｯﾁ

・押しﾎﾞﾀﾝｽｲｯﾁ

・ﾍﾟﾀﾞﾙｽｲｯﾁ

・多機能便所ｽｲｯﾁ

凍結防止措置　・行う(※建具表による)　・行わない

ｾﾝｻｰの種類

13自閉式上吊り

引戸装置

(性能)※ 改修標準仕様書表 5.9.1 による　・　 (5.9.3)

(5.7.4)

(5.8.2～3)(表5.8.1～3)

※合成樹脂製 ※0.25mm以上

・　

戸の鋼板　※亜鉛めっき鋼板　・ﾋﾞﾆﾙ被覆鋼板　・ｶﾗｰ鋼板

※鋼板　・ｽﾃﾝﾚｽ鋼板　・ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金押出形材

表面仕上げ　※HL仕上げ　・鏡面仕上げ　・　

開閉機能による種類　※上部電動式(手動併用)　・上部手動式

開閉形式　※手動式　・上部電動式(手動併用)

※ｽﾁｰﾙﾀｲﾌﾟ

開閉方式による区分

※ﾊﾞﾗﾝｽ式 ※溶融亜鉛めっき鋼板

・　

・ｸﾞﾚｲｼﾞﾝｸﾞﾁｬﾝﾈﾙ形

※8～15

※6以上

・15～25※15以下

※無し

・無地

・無地

・無地

・2.0

・2.0

ｽﾃﾝﾚｽ鋼板(屋外)　・SUS304　・SUS430J1L　・SUS443J1

ｽﾃﾝﾚｽ鋼板(屋内)　・SUS304　・SUS430J1L　・SUS443J1　・SUS430

ｽﾗｯﾄの形状　・ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ形　・ｵｰﾊﾞｰﾗｯﾋﾟﾝｸﾞ形

・図示

・　

※(表5.13.1)による

※(表5.13.1)による

※(表5.13.1)による

(6.5.2)ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量  ※規制対象外　・　

・｢集成材の日本農林規格｣による造作用集成材

施工箇所 樹種
寸法

(mm)

・

・

・

の適用

間伐材等
見付け材面の品質

※1等

※1等

※1等

・｢集成材の日本農林規格｣による化粧ばり造作用集成材

施工箇所

・

・

・

の適用

間伐材等

の樹種

化粧薄板

の樹種

芯材

(mm)

寸法

の厚さ(mm)

化粧薄板

 の品質

見付け材面

※1等

※1等

※1等

・｢集成材の日本農林規格｣による化粧ばり構造用集成柱

の適用

間伐材等

・

・

・

施工箇所
の樹種

化粧薄板 芯材

の樹種 (mm)

寸法

の厚さ(mm)

化粧薄板

(6.5.2)ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量  ※規制対象外　・　

「単板積層材の日本農林規格」による造作用単板積層材

表面の化粧加工
の適用

・　　　

施工箇所
厚さ

(mm)

・有り ・適用する

間伐材等
防虫処理

・無し(等級：　　　　　　)

・適用しない

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量  ※規制対象外　・第三種 (6.5.2)

・普通合板Ｇ

防虫処理板面の品質
接着の

程度

表板の

樹種名

厚さ

(mm)

施工

箇所

・

※1類

・2類

広葉樹

※2等以上

・1等

針葉樹

※C-D以上

・

・適用

・適用

しない

する

・適用

しない

する

防炎処理

・適用

する

・適用

しない

難燃処理

・適用

間伐材等

の適用

・　　　

・構造用合板Ｇ

施工

箇所

※2級以上

・1級

厚さ

(mm)
等級

表板の

樹種名

※１類

・特類

接着の

程度

板面

の品質

※C-D以上

・

防虫

処理

・適用

する

・適用

しない

強度

等級

・適用

する

(      )

・適用

しない

間伐材等

の適用

・　　　※12

・

※5.5

(6.8.2～3)

種類 色柄 特殊機能 厚さ(mm)

・無地 ・帯電防止

・ﾏｰﾌﾞﾙ柄 ・耐動荷重 ・　　

・　　　 ・無地

・柄物

・　　　

施工箇所JIS記号

※2.0

・耐薬品性 

・防滑性

(複層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ)

※FS

・500×500

・防滑性

・防滑性

・防滑性

・樹脂製建具　(・かぶせ工法　・撤去工法)

・ｽﾃﾝﾚｽ製建具 (・かぶせ工法　・撤去工法(・引き抜き工法　・ハツリ工法))

(品質・性能・試験方法)建築材料等品質性能表による

(試験方法)建築材料等品質性能表による

(品質・性能・試験方法)建築材料等品質性能表による

(性能・試験方法)建築材料等品質性能表による

(品質・性能・試験方法)建築材料等品質性能表による

ｼｬｯﾀｰの種類　・一般重量ｼｬｯﾀｰ　耐風圧強度　(　　　　)N/m2

・外壁用防火ｼｬｯﾀｰ　耐風圧強度　(　　　　)N/m2

耐風圧強度　(　　　　)N/m2
９接着剤

10防腐・防蟻処理

11軽量鉄骨

12軽量鉄骨壁下地

13ビニル床シート

14ビニル床シート

15ビニル床タイル

16視覚障害者用

(5.11.3～4)

５製材Ｇ

６造作用集成材Ｇ

積層材Ｇ

７造作用単板

Ｇ

８床張り用合板等

発泡層のあるもの

発泡層のないもの

（株）イムラ設計事務所静岡県立総合病院管理課
管理建築士　　伊村　善郎
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